
図　応答変位予測手法の作成フロー

　高架橋の上部に付随する旅客上家（以下，高架上家）は，
高架上家の重量が高架橋と比べて軽いため，条件によって
は地震応答が大きくなることが懸念されます。高架上家の
地震応答は，高架橋との相互作用を考慮した一体モデルに
よる算定が理想的ですが，使用材料や設計体系が異なるた
め設計に大きな労力が必要となります。一方，鉄道構造物
等設計標準・同解説 耐震設計には，高架橋との相互作用
を考慮した電車線柱の応答算出法が示されており，この考
え方は高架上家にも適用可能とされています。ただし，電
車線柱と高架上家では構造形態（架構形式や基礎構造など）
が異なるため，高架上家の特徴を考慮した応答量算出方法

高架橋との連成を考慮した高架上家の簡易な
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を確立することが重要です。そこで，高架上家の応答性状
に与える構造特性を整理し，高架橋および高架上家それぞ
れの構造設計で得られる情報から，高架上家の連成系応答
変位の簡易予測法を開発し，L2地震動スペクトルⅡでの
適用性
を検証
しまし
た。

並進方向における相互作用

上家（弾塑性）－高架橋（弾塑性）の
ロッキングの影響を考慮した
応答変位スペクトル

④高架橋のロッキングの影響

①上家（弾性）－高架橋（弾塑性）
の応答変位スペクトル

上家の塑性化の影響
②塑性化による固有周期の伸長
③履歴減衰による応答低減
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